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島
田　
茂
教
授　
年
譜
 （甲南法学’ １９）５９─３・４
略　
　
　
歴
一
九
五
〇
年
一
〇
月
三
日　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
に
生
ま
れ
る
一
九
六
九
年
三
月　
　
　
　
　
　
神
戸
市
立
神
港
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
九
年
四
月　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
法
学
部
入
学
一
九
七
三
年
三
月　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
法
学
部
卒
業
一
九
七
四
年
四
月　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
一
九
七
六
年
四
月　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学
一
九
七
九
年
三
月　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
必
要
単
位
取
得
の
う
え
退
学
一
九
七
九
年
四
月　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
法
学
部
助
手
一
九
八
〇
年
四
月　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
専
任
講
師
一
九
八
一
年
四
月　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
助
教
授
一
九
九
三
年
四
月　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
教
授
一
九
九
九
年
四
月　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
評
議
員
（
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
）
二
〇
〇
五
年
三
月　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
退
職
二
〇
〇
五
年
四
月　
　
　
　
　
　
甲
南
大
学
法
学
部
教
授
二
〇
〇
五
年
四
月　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
二
〇
〇
九
年
四
月　
　
　
　
　
　
甲
南
大
学
法
学
部
長
（
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
）
年　　　譜
（甲南法学’ １９）５９─３・４
二
〇
一
七
年
四
月　
　
　
　
　
　
甲
南
大
学
法
学
部
長
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）
二
〇
一
九
年
三
月　
　
　
　
　
　
甲
南
大
学
定
年
退
職
業　
　
　
績
１　
著
書
一　
行
政
救
済
法　
日
本
評
論
社
（
共
著
）
一
九
九
一
年
二　
各
国
警
察
制
度
の
再
編
（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
叢
書
）　
法
政
大
学
出
版
局
（
共
著
）
一
九
九
五
年
三　
地
方
分
権
の
本
流
へ　
日
本
評
論
社
（
共
著
）
一
九
九
九
年
四　
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
法
Ⅱ
（
行
政
事
件
訴
訟
法
・
国
家
賠
償
法
）
日
本
評
論
社
（
共
著
）
二
〇
〇
三
年
五　
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
行
政
の
法
的
課
題　
日
本
評
論
社
（
共
著
）
二
〇
〇
七
年
六　
杉
村
敏
正
先
生
の
人
と
学
問
─
杉
村
敏
正
先
生
追
悼
文
集
─　
有
斐
閣
（
共
著
）
二
〇
一
四
年
七　
公
法
入
門
（
第
二
版
）
法
律
文
化
社
（
共
著
）
二
〇
一
六
年
八　
警
察
法
の
理
論
と
法
治
主
義　
信
山
社
（
単
著
）
二
〇
一
七
年
 （甲南法学’ １９）５９─３・４
２　
論
文
・
そ
の
他
一
「
バ
イ
エ
ル
ン
邦
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
展
開
と
『
制
度
的
警
察
概
念　
（
一
）（
二
）」
法
学
論
叢
一
〇
四
巻
一
号
、
三
号
（
一
九
七
八
年
）
二
「
西
ド
イ
ツ
統
一
警
察
法
模
範
草
案
を
め
ぐ
る
若
干
の
法
律
的
諸
問
題
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
三
二
巻
一
号
（
一
九
八
一
年
）
三
「
西
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
『
公
共
の
秩
序
』
論
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
三
二
巻
二
・
三
号
（
一
九
八
一
年
）
四
「
西
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
予
防
的
警
察
活
動
の
法
理
─
身
元
確
認
の
権
限
を
中
心
と
し
て
（
一
）（
二
）」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
三
四
巻
一
・
二
号
（
一
九
八
三
年
）、
三
六
巻
一
号
（
一
九
八
五
年
）
五
「
自
治
体
の
情
報
公
開
の
法
律
問
題
」
経
営
教
育
五
号
（
一
九
八
四
年
）
六
「
放
置
自
転
車
対
策
に
お
け
る
法
律
問
題
」
経
済
と
貿
易
一
三
九
号
（
一
九
八
五
年
）
七
「
地
方
自
治
体
の
情
報
政
策
と
『
知
る
権
利
』
の
保
護
」
経
済
と
貿
易
一
四
九
号
（
一
九
八
八
年
）
八
「
小
型
船
舶
の
放
置
に
対
す
る
法
的
規
制
（
上
）（
下
）」
自
治
研
究
六
五
巻
一
〇
号
、
一
一
号
（
一
九
八
九
年
）
九
「
自
治
体
行
政
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
あ
り
方
」
経
済
と
貿
易
一
五
〇
号
（
一
九
八
九
年
）
一
〇
「
西
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
─
情
報
収
集
に
対
す
る
法
的
規
制
を
中
心
と
し
て
」
法
学
志
林
八
八
巻
二
号
（
一
九
九
一
年
）
一
一
「
西
ド
イ
ツ
警
察
行
政
に
お
け
る
情
報
処
理
と
個
人
情
報
自
己
決
定
権
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
四
一
巻
三
号
（
一
九
九
一
年
）
年　　　譜
（甲南法学’ １９）５９─３・４
一
二
「
ド
イ
ツ
警
察
法
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
法
と
民
主
主
義
二
七
一
号
（
一
九
九
二
年
）
一
三
「
違
法
駐
車
条
例
の
制
定
と
そ
の
課
題
」
経
済
と
貿
易
一
六
六
号
（
一
九
九
四
年
）
一
四
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
情
報
自
己
決
定
権
と
侵
害
留
保
論
」
法
学
志
林
九
二
巻
一
号
（
一
九
九
四
年
）
一
五
「
地
方
公
共
団
体
の
長
と
公
立
大
学
の
法
的
関
係
に
つ
い
て
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
四
五
巻
三
号
（
一
九
九
四
年
）
一
六
「
地
方
分
権
と
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
四
七
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
七
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
行
政
裁
量
と
行
政
手
続
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
四
七
巻
二
・
三
号
（
一
九
九
六
年
）
一
八
「
地
方
分
権
を
阻
害
す
る
の
か
？　
警
察
法
･
教
育
法
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
〇
七
号
（
一
九
九
七
年
）
一
九
「
個
人
情
報
の
保
護
と
警
察
法
─
ド
イ
ツ
法
を
中
心
と
し
て
（
上
）（
下
）」
行
財
政
研
究
三
一
号
、
三
二
号
（
一
九
九
七
年
）
二
〇
「
情
報
の
公
開
制
度
と
個
人
情
報
の
保
護
」
月
刊
地
方
分
権
６
（
一
九
九
九
年
）
二
一
「
地
方
分
権
と
河
川
管
理
」
横
浜
市
立
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
系
列
）
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
二
「
改
正
地
方
自
治
法
の
検
討
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
五
〇
巻
二
・
三
号
（
一
九
九
九
年
）
二
三
「
情
報
公
開
制
度
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
あ
り
方
」
広
報
一
九
九
九
年
一
二
月
号
二
四
「
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
職
務
質
問
の
権
限
と
個
人
情
報
の
保
護
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
五
一
巻
一
・
二
・
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
五
「
公
の
施
設
の
管
理
と
司
法
判
断
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
五
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
六
「
放
置
船
舶
問
題
に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
法
的
対
応
」
自
治
研
究
七
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
 （甲南法学’ １９）５９─３・４
二
七
「
個
人
情
報
を
保
護
す
る
自
治
体
の
体
制
整
備
」
ガ
バ
ナ
ン
ス
二
〇
〇
三
年
八
月
号
二
八
「
地
域
生
活
環
境
の
保
護
と
自
治
体
法
制
度
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
五
四
巻
二
・
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
九
「
警
察
規
制
の
概
念
と
手
法
」『
行
政
法
の
争
点
（
第
三
版
）』（
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
「
戸
籍
事
務
と
自
己
情
報
開
示
請
求
制
度
」『
公
共
性
の
法
構
造
』（
室
井
先
生
古
稀
記
念
）（
二
〇
〇
四
年
）
三
一
「
民
生
委
員
活
動
と
個
人
情
報
の
保
護
」
横
浜
市
立
大
学
論
叢
（
社
会
科
学
系
列
）
五
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
二
「
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
の
制
定
と
条
例
の
改
正
」
甲
南
法
学
四
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
三
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
法
的
諸
問
題
」
甲
南
法
学
四
六
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
四
「
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
『
犯
罪
の
予
防
的
制
圧
』
の
任
務
と
権
限
」
甲
南
法
学
四
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
五
「
一
九
三
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）」
甲
南
法
学
四
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
六
「
憲
法
改
正
と
最
近
の
警
察
法
学
の
動
向
」
法
の
科
学
三
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
七
「
一
九
三
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）」
甲
南
法
学
四
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
八
「
一
九
三
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
関
す
る
一
考
察
（
三
・
完
）」
甲
南
法
学
四
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
九
「
住
基
ネ
ッ
ト
と
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
甲
南
法
学
四
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
〇
「
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
犯
罪
予
防
の
目
的
と
危
険
概
念
の
関
係
」
甲
南
法
学
四
九
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
一
「
予
防
的
警
察
措
置
の
法
的
統
制
と
比
例
原
則
の
適
用
」
甲
南
法
学
五
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
二
「
ま
ち
づ
く
り
の
法
と
地
域
環
境
の
保
護
」
甲
南
法
学
五
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
三
「
警
察
法
に
お
け
る
犯
罪
防
止
義
務
論
」
甲
南
法
学
五
一
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
四
「
カ
メ
ラ
の
使
用
に
よ
る
予
防
警
察
的
監
視
活
動
の
法
的
統
制
」
甲
南
法
学
五
二
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
年　　　譜
（甲南法学’ １９）５９─３・４
四
五
「
地
域
社
会
の
法
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」
甲
南
法
学
五
二
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
六
「
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
構
造
」
甲
南
法
学
五
三
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
七
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
景
観
法
の
役
割
」
甲
南
法
学
五
三
巻
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
八
「
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
と
警
察
法
」
甲
南
法
学
五
四
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
九
「
災
害
時
要
援
護
者
対
策
と
個
人
情
報
の
保
護
」
甲
南
法
学
五
五
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
〇
「
現
行
憲
法
下
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
展
開
」
甲
南
法
学
五
五
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
一
「
実
質
的
警
察
概
念
論
と
制
度
上
の
警
察
の
法
理
論
」
甲
南
法
学
五
六
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
二
「
警
察
実
定
法
と
警
察
法
上
の
一
般
原
理
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
─
─
警
察
官
職
務
執
行
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
─
」
甲
南
法
学
五
九
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
３　
判
例
批
評
等
一
「
在
監
関
係
と
基
本
的
人
権
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
（
第
四
版
）（
一
九
九
九
年
）
二
「
教
職
員
の
評
価
に
関
す
る
公
文
書
非
公
開
決
定
の
適
法
性
」
民
商
法
雑
誌
一
四
二
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
三
「
公
務
員
の
勤
務
関
係
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
（
第
六
版
）（
二
〇
一
二
年
）
